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チベ ッ ト語の 語彙 に よ るチベ ッ ト建築の 考察 （そ の 1）
“

壁 ・柱 ・梁 ・垂 木
”

等 を表わす語彙に つ い て

大 岩　昭 之

1　 は じめに

　チベ ッ ト語で 「家 」 を表す語彙は khang　pa で あ り、「部屋」 は khang　mig で あ る。「図書

館 ・書店 」 は dpe　khang 、

「商店 」 tshong　khang、「監獄 」 btson　khang で あ り、 「寝室 」 は

gzims　khang で あ る。又、 「寺院 ・仏殿 」 は lha　khang、「経堂 」 は
’du　khang で あ る 。 こ の

ように 「家 」 をあ らわす ［形態素］khang はチベ ッ ト語の
“

建物
”

を表す語彙に非常に 多 く使

われて い る 。 チ ベ ッ ト人 は こ れ ら の khang を同 じもの として 捉えて い た わ けで は 無 い だ ろ

うが 、他の 語彙 もある中で 、 多 く khang を使 っ て い たの は事実で あ り、 チ ベ ッ ト人の 建物に

対す る概念の
一

面を示 して い るとも言えよう。 これ らに関 して は拙稿 「チベ ッ ト語に於 ける

“

建物 ・家 ・すまい
”

を表す語彙に つ い て 」 （大岩 2001）及び 「
チ ベ ッ ト語に於 け る

“

寺院
” ・

“

城塞 ・宮殿
”

を表す語彙に つ い て 」 （大岩 2002）で考察 した 。 本研究はチ ベ ッ ト
“

建築
”

そ

の も の をチ ベ ッ ト語の 語彙か ら考察 して み る 。

2 研究の 目的

　チ ベ ッ ト建築 は一般的に は 、壁 は石積 ・日干 しレ ン ガ又 は土壁 （版築 ）で あ り、 柱 ・梁 は

木製で あ る 。 それに屋根は平らな陸屋根で 、 壁の 窓は小 さ い
。 石積壁 ・日干 し レ ン ガ壁、或

い は陸屋根の建物は チベ ッ トだ けの もの で はな い 。しか しチ ベ ッ ト建築は こ れ らの特徴 を発

展させ た世界で も類を見な い 民族建築を造 っ て い る 。
こ の ような チ ベ ッ ト建築に対 して 、 チ

ベ ッ ト語で の 正確な表記、そ して その 語彙を分析す るこ とによ り、チベ ッ ト建築の 特徴を明

らか にす る 。 同時に 、 チ ベ ッ ト人の建築に対す る思惟方法 をチ ベ ッ ト語の語彙を通 して考察

す るの が本 研究の 目的で あ る。 なお 、本稿 は建物の
“

壁 ・柱 ・梁 ・垂木
”

等を対象 と し
“

屋

根 ・窓 ・女墻 （parapet）・階段
”

な ど他の 部分 は続報で 述べ る予定で ある 。

3　研究の 手法

本研 究の 手法 は拙稿
「
チ ベ ッ ト語辞書か ら の 建築関連語彙の 分析手法 とそ の 分析事例

“

テ

ン ト
”

につ い て 」 （大岩 1999＞に基づ い て い るの で 、 詳 し くは そ ち らを参照 して い ただ きた

い
。

こ こ で は簡 単に 述べ る 。
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表一1 ・1　 語彙のラ ン ク分 け

ラ ン ク 収録辞書数

sA 7辞書全部に 収録

A 6 辞書

B 4〜 5辞書

C 2〜3辞書

D 1 辞書の み

表一1 ・ 2　 各ラ ン ク の 語彙数

ラン ク 語彙数 ％

sAABCD 　 126

　 159

　 4721

，4522

ρ59

3．03

．711

，134

．048

，2

計 4，268 100．0

　本研究はチベ ッ ト語の 建築関連語彙を研究対象 に して い る。 語彙の 収集 は、過去 に 出版 さ

れた蔵英、蔵漢の 主要な 7 辞書 《C 》《」》《D 》《蔵》《大》《G 》《拉》か ら採取 して い る
。

こ

れ らの 辞書か ら建築関連語彙 4
，
268 語 （延 べ 9β98 語彙数）採取 し、それ らを、350項目に

分類 して い る 。 分類 した語彙は データベ ース化 す る 。 こ の 場合 、先 に述べ た 要素 ［形態素］

で も抽出で きる よ うに して い る 。 例 えば 「家 」 を表わす khang な どを ［形態素］として 抽出

す る 。 多 くの辞書 に収録 されて い る語彙は 当然 その 重要度は高い と言え よ う。 それで表一1 ・

1 の よ うに語彙を収録頻度 に よ り sA 〜 D の 5 段階に ラ ン ク分 けを行 っ て い る 。　sA
，
　A ラ ン

クの 語 彙は 285 語で 全体の 6．7％ で あ り （表一1 ・2）、 これ らは基本語 彙 とみて い い だ ろう。

又、比較的 口語 として使われ る語彙は 〔現代語］
（1）

（m ）と して、区別す るよ うに して い る 。

なお、3 辞書 《翻譯》《五体》《N ．G 》（2）も参照 して い る。

4 語彙の分析

（1）　 【壁】語彙の 分析

表一2　【壁】語彙と 【壁1 （形態素｝語彙数

（形態素）語彙 壁語彙 ［形態素一A ］（総数 44）
3）

語彙数
lsA

，
A　　B　　　m

全語彙 ［形態素一B ］（総数 94）＊

語彙数 isA，
A 　　B 　　　m

rtsiggya

皿9skya

18　　　　　　（2）　　　　（2＞　　　　（4）

7　 　 （1）　 　　　　 （2）

3　 　　　　　 （1）　 　 （1）

60　　　　　　（4）　　　　（8）　　　（19）

30　　　　　　（2）　　　　（3）　　　（16）

8　　　　　 　 ω 　　 （2）

計 28　　　　　　（3＞　　　　（3）　　　　（7） 98　　　　　　（6）　　　　（12）　　　（37）

計 （語彙の 実数〉 24　　 （3）　 （3）　　 （4） 94　　 （6）　 （12）　 （34）

上記以外 （他語彙 〉 20　　　　　　（0）　　　　（4）　　　　（0）
＊ 全語彙 4268 中

　 「壁」 を表わ す語彙の 匚形態素〕語彙 は表一2 で あ るが、［形態素一A ］ は 「壁」 語彙の ［形態

素］語彙数で あ り、 匚形態素一B］は全語彙 （4268語彙）中の 匚形態素］語彙数で あ る 。　 ［形

態素一A］ として は、rtsig （語彙数 ： 18）と gyang （7）で あるが 、［形態素一B コで は 、 それ ぞ

れ rtsig （60）、　gyang （30）で rtsig が か な り多い こ とが分 か る 。 ［形態素］として は 多 くは

な い が skya （3）も入れて い る 。 まず
「壁 」 の基本語彙 （表一2 ・1）と して の 、　rtsig 　pa （sA ）

で あるが （以下の （sA ）な どは語彙の ラン クを表わす）で あ るが、 この pa は語尾辞で これ
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に は意味が な い 。rtsig （B ）で 「築 く ・壁」 の 意味が ある 。

「石積壁」 は rdo 　rtsig （A ）（rdo

「石」）であ り、

「レ ン ガ壁」 は pag 　rtsig （B）、　phag 　rtsig （D）で ある。 こ の ように rtsig は

「石積壁」
・「レ ン ガ壁」 の ような

“

築 く壁
”

を表わ して い る 。 又 、 rtsig 　gu （C ）も
「壁 」 で あ

るが 、 これ は 《大》に よれば rtsig 　pa の 古語 とされ て い る 。

表一2 ・1　【壁】語彙例

語彙 ラ ン ク 意 味

gyang sA 壁、土壁
　 卜
rtSlg 　pa sA 壁

rdo 　rtsig A 石壁

skya B 壁、隔壁

chod B 隔壁

pag 　rtsig B レ ン ガ壁

rtsig B 建て る、壁

gyang　rts 量9Cm 壁 （土壁 と石壁）
　．
gylng C 土壁

「gyang C 壁 、 （距離）
，

cho9 C 壁

bar　skya C 間仕切壁
　 「
rtSlg 　gU C 壁

109S C 壁、表面

gyeng D 土壁

sdebs D 壁

phag 　rtsigD レ ン ガ壁

pang 　bkagD 木板間仕切壁

表一2 ・2　【壁】（形態素）語彙例

語彙 ラ ン ク 意 味

rtsig 　ngOS sA 壁面

rtsig　gzhi A 壁 の 基礎

rtsig　rdo B 基礎石

rtig 　dpon B 棟梁

rtsig 　bzo　baB レ ン ガ エ 、石 工

rtsig　mkhanC 石工

rtsig 　ldebs Cm 壁面

gya皿 g　ris A 壁画

gyang 　909 B 廃屋、廃壁

gyang 　 sg 「omB 版築用 の木板

gyang 「gyugCm 版築工具

gyang　ngOSCm 壁面

gyang 　rdungCm 壁 を打つ

gyang 　ldebsCm 壁面
　　　 ．
gyang 「1m C 版築 の

一
っ の 層

gyang 「o Cm 廃壁

gyang 　phrengD 版築板の数 （高さ）

skya 　ldebs D 壁面

　こ れに対 して も う
一

つ の 基本語彙で あ る gyang （sA ）は
「
版築壁 ・土壁 」 を表わ す語彙

で あ り、 表一2 ・2 の 語彙例 gyang　sgrom （B） 「版築用 の 木板 」、　gyang　rim （C） 「版築の
一

つ の 層」、gyang 　phreng （D）
「版築板の 数 （高 さ）」 な どの 語彙が ある。史料 に も前 ポタラ

宮の 記述に 「墻高約三 十版土墻重疊之度 」 （「王 統記』 58） とあるが、これ は壁 の高 さを表わ

して い る 。 又、rtsig 　gzhi （A） 「壁の 基礎 」 （gzhi
「基礎 」）、　rtsig 　rdo （B ） 「基礎石 」 な ど

の 「基礎 」 に 結び つ く語彙は rtsigで あ る 。 さ らに 、
　 rtsig 　dpon （B）

「棟梁 」 （dpon 「
か し

ら」）、 rtsig　bzo　ba （B ）「レ ン ガエ 、石工 」 （bzo　ba 「労働者」）な どの よ うに
「
職人 」 の 語

彙 も rtsig の 語彙で あ る 。
これ らに は gyang の 語彙は ない

。
こ の よ うに rtsig と gyang の 使

われか た は 明確 に区別 され て い る 。

　 「壁 」 を表わす ［形態素］語彙 と して 取 り上 げた skya （B）、こ れ は 「隔壁」 な どを表わ す

語彙で あ る （語彙数： 8）。 bar　skya （C）で
「間仕切壁 」 （bar 「あ い だ 」）で ある 。

　 「壁面」 を表わ す語彙に は ldebs（sA ）が あるが rtsig　ldebs（Cm ）、　gyang　ldebs（Cm ）、

skya 　ldebs（D）で も 「壁面」 で ある 。 又、　 rtsig 　ngos （sA ＞（ngos
「
表面」）、　 gyang　ngos

（Cm ） も 「壁面 」 で あ る 。

「壁面」 で は rtsig 、
　gyang 、　 skya が 区別 な く使 われて い る。「壁

画 」 は gyang ［形態素］の 語彙 gyang　ris （A ）（ris 「図」）で ある 。

「壁 」 を表わす語彙は他
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に は表 2 ・1 に あ るよ うに 「隔壁 」 と して chod （B ）、又、　 gyang と同じ として gying （C）

「土壁 」、rgyang （C＞ 「壁」、
　 gyeng （D ）「土壁」 が あ る 。 他 に も

’

chog （C）、　sdebs （D＞ も

「壁 1 で あ る 。
こ の ように 「壁」 を表わ す語彙は 多 くある。又、チ ベ ッ トで よ く目に する

「廃

屋 ・廃壁」 は gyang 　gog （B）（gog
「朽ち る」）で あ り、

「廃壁 」 gyang　ro （Cm ）（ro 「廃物 」）

で あ る 。 チ ベ ッ ト語の 辞書に は
「廃土 」 sa 　ro （C）（sa 「土」）

「
廃土 ・廃石 」 sa　ro 　rdo 　ro

（Cm ）（rdo
「石 」）の語彙は あっ て も 「廃材」 の 語彙は見つ か らない 。チベ ッ トで は材木は

貴重 な もの で あ り
t‘
廃

”
には な らな い だろ う。 なお 、《N ．G 》に は shing 　ro （shing

「
木」）は

「鉋屑 」 として 記載 されて い る。

　 《大 》に よる と gyang は く漢 語 〉か らとされて い る。ち な み に
「壁 」 は 中国語 で

「墻

（qiang）」 で ある 。 《翻訳》に rtsigは 収録されて い るが 、　gyang は収録 され て い な い
。 又 、

《五体》に も rtsig は収録されて い る が 、　 gyang は ［形態素］語彙 として 、特殊 な壁 の
一

例

（gyang　gshog
「八字墻」〉で 収録 され て い る だ け で あ る 。

い わ ゆ る
「版築 壁 」 の 語彙 に は

rdung 　ba 「筑土墻 」 として 収録 され て い る 。 又、　gyang は 現代語 （m ）として も 53％ と多 い 。

なお 、チ ベ ッ ト建築に も東チ ベ ッ トで は校倉壁の 木造 の壁が あ る 。
これ らの 壁の 語彙は対象

とした 7辞書 に は収録 され て い なか っ たが 、チ ベ ッ ト建築の
一

つ の 壁 の 形態で ある。

（2）　 【柱】語彙の 分析

　　　　　　　　　　　 表一3　【柱】語彙と 【柱】（形態索）語彙数

（形態素）語彙 柱語彙 ［形態素一A ］　（総数 27）
ω

語彙数
・

sA ，　A　 B 　　　 m

全語彙 ［形態素一B ］　 （総数 68）＊

語彙数 　 sA ，
　A　　B　　　 m

  22　　　　　　（1）　　　　（3）　　　　　（1） 68　　　　　　（5）　　　　（12＞　　　　　（7）

上記以外 （他語彙） 5　　　　　　（0）　　　　（2）　　　　　（0）
＊
全語彙 4268 中

　 「柱 」 を 表わす表一3 ［形 態素］は ka だ けで ある。［形態素一A ］語彙数は 22 語彙で ある

が 、［形態素一B コは 68語彙と多 くの 関連語彙 を作っ て い る 。 表一3 ・1 を見て も分か るよ うに

「柱 」 を表わす基本語彙は ka　ba （sA ）で ある。　ka （B ）も 「柱」 で あ るが 、こ れ は ka　ba と

同 じ語彙で あ る 。 他 に は gdung
，degs （C ）（gdung

「梁」 ＋
’degs「支え る」）が あ るが 、こ

れは 「柱 」 よりも、む しろ
“

（梁 を）支える
”

の 意味が 強 い
。 ka　ba に 関 して はチベ ッ ト東部

（四川省 ・木雅 チ ベ ッ ト族）の 調査 （井上 2000
，
114）やザ ン ス カ

ール （イ ン ド北西部）の 言

語調査 （Hoshi　1978）に も記載され て い る。又、　 kaの ［形態素一B］は 68 語彙 あ り、こ れ は

他の 語彙に比較 して も多 く、現代語 （m ）は
一割程度 （10％）で ある 。 当然 、 《翻訳》《五体》

に も収録 され て い る D これ らの こ とか ら ka　ba は広 く使 われて い て 、古 くか ら変わ らない 語

彙で あ り、チ ベ ッ ト語で は
「
柱」 は ka　ba と言っ て差 し支 えない

。 チペ ッ ト語 で は 「壁」 の

語彙で もわか るよ うに 一般 的には多 くの 言い 方が ある。しか し 「柱」 を表わ す語彙は ほぼ
一

語語彙で あ り、
これは 特殊 とも言え る。

　 「柱」 ［形態素］の 語彙例 （表一3 ・2）に は 「柱の基礎」 の 語彙 としka・rten （A）、　ka　gdan

（A＞、な どが あ る 。 こ の r七en は
「支 える」、　gdan は 「

敷物」 の 意味で あ る 。 又、　ka ’

phan
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（A）はチベ ッ ト寺院内で 柱に懸か っ て い る の を 、 よ く目にする
「柱面幡」 で あ り、

’

phan は

「
幡」 で ある 。 ka　sked （B ）は 「柱身 」 （sked 「腰 」）で 、　ka　can （B ＞は 「柱の あ る （家〉」 （can

「ある」）で ある。ka　mang 　ma （B）は
「
多柱大殿 」 （mang

「
多い 」）で あるが 、チ ベ ッ ト建

築で の 大空 間は柱 が多 くな る 。 例 えばデ プン寺の ツ ォ クチ ェ ン （大経堂）は面積約 1800m2、

柱が 184 本 もある （西蔵布達拉宮維修工程施工辧公 室 上 1996
，
36）。 「テン トの 支柱」 も 1（a

ra （B ）又 、
　ka　rgyug （B）（rgyug

「棒 」）で あ る 。

表一3 ・ 1 【柱】語彙例

語彙 ラ ン ク 意 味

ka　baka sAB 柱

柱

gdung
’degs

ka　ba　bum 　pa 　canC

（B）

C

柱、（基礎）
層

宝瓶柱

表一3 ・2　【柱】（形態素》語彙例

語彙 ラン ク 意 味

ka　rten A 柱 の 基礎、柱石

ka　gdan A 柱の 基礎

ka ，

phan A 柱面幡 （柱飾）

ka　sked B 柱身

ka　rgyug B テ ン トの 支柱

ka　can B 柱 の あ る

ka　dbrag B 柱間

ka　mang 　ma B 多柱大殿

ka　ra B 支柱 （テ ン トの ｝

ka　chen C 主柱

  chen 　bzhi（5｝ C 四 大弟子

ka　ba　zur 　brgyad　paC 八 角形 の 柱

ぐ弋吐

　

　

、

丶

“ψ
ソ

褒
　

@~

ノ 図 一1 　八角柱 　出 典：陳1

6 　 チベット 建築 の
特

徴 の一つは多 角形柱（亞字形 柱）の 使 用 で ある。ka　ba 　zur 　brgyad

pa （C ）は《J 》 《 D》 で見 ら れるが、中 国 文献 ではこ の語彙を 「 八楞柱」（ka 　 ba 「柱」

zur
「角」＋brgyad 　pa 「八 」 ） とし ている（陳

1986 ，266）（ 図一1 ）。 多 角 形 柱で は この

が 多く は 見 られ るが、さ らに 角 を増 やして
い る柱も ある   。これ ら

の
多角形柱は一 般 的

使 われる と い う事 で はなく、 門廊 な ど で 使 わ れて い る。こ の 場 合、 内 部の柱 に比 べ て 門

の 柱ス パ ン が 長く なって い るわ け で は ない。し たがって、 構造 的に柱 断面積 を大 きく す

とい うよりは、 装飾 的 な要素

方が強いだろう。 　ka　ba 　 bum　pa 　 can （ C ）は大昭寺（チョ カ ン）内の
釈

迦仏
殿前の四 本

の 一本 、「 宝 瓶柱」 で ある（ 他に「獅
子頭 柱」 などが ある）。これら の語 彙は《D 》《 大》に

又《 N ． G 》 にも収録 さ れている 。ka 　 chen（C ） は「主柱
」（ ka 「柱」 ＋ chen 「大きい」）であるが、　

　chen 　bzhi （C ）では（bzhi 「 四
」） 「 四 柱 弟 子」であ る。これは マ ル パ （ 7 ）の 弟

、ミ ラレ パな ど 4 人 の弟 子   を 示している 。このように柱 の

固

有 名詞
が

辞 書に掲 載 さ れ

“四大柱
”
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示 して い る の は 、ka 「柱 」 語彙の 重要性 を表わ して い る とも言える 。

表一4 【〔部屋の ）広さ1語彙数

（形態素）語彙

籌藁。

（

懲｝ヅ。 m

ka 5　　　　　 （2）　 （1）

上記以外 （他語彙） 5　　　　　　（0＞　　　　（0）　　　（2）

0 舳
一

〒 − r

9　　　　　　， ●　　　　　冒 ■　　　　　　●

●　　　　　　● ●　　　　　　● ●　　　　　　●

冒　　　　　　●
卞
咽
寸

●　　　　　　●

l　　I
■　　　　　　　， 占＿4 ●　　　　　　■

■　　　　　　■ 幽　　　　　● 9　　　　　　，

　図一2　 古格王国 ・白宮

出典 ：西蔵 工 業建筑勘測設計院 1988

表一4 ・1 【（部屋の ）広さ】語彙例

語彙 ラ ン ク 意 味

ka　gcig　sgo 　gcig　ma

ka　gcig　ma

BB 柱
一

本、入 ロ
ー

つ の 家

一
本柱 の 家

ka　gcig　lcam　gang　ma

ka　migka

　bzhi　gdung 　brgyad

khang 　Pa　lcam　gang　ma

CmCDD 一
本柱 の 控えの 問

柱間面積

四柱八梁

柱が ない （垂木の 長さ の ）部屋

　表一4 は 【（部屋の）広 さ】等 を表わす語彙の ［形態素］語彙数で あ り、 表一4 ・1 は そ の語彙

例で あ る 。 こ れ らの 多 くは 「柱」 〔形態素コ ka の 語彙で ある 。 チ ベ ッ ト建築にお い て は 、 柱

は部屋 の広 さを表わ す
一

つ の 単位に な っ て い る 。 これ は ka　mig （C） とい う語彙で 表わ され

て い る 。 ka　mig は 《大》の チペ ッ ト語の 説 明によれ ば 「チ ベ ッ トの 習慣 として 建物 （部屋）

の 広 さは柱
一

本面積 （単位） と して 計算 する 」
（10）、そして 中国訳 で 「柱間面積」 として い

る。柱が面積を表わす単位で あるた め に は柱の 間隔が あ る程度決 ま っ て い る必要が ある。チ

ベ ッ ト建築の 場合 は 日本建築 などの 場合 と違 っ て 大 きな屋根を架け る と い うこ とが ない 。陸

屋根で あるた め に荷重は均等に分布され る 。 従 っ て柱 もほぼ均等に配置され る。図一2 は寺

院の 平面図 （西蔵工 業建筑勘測設計院 1988
，
115）で あるが、柱は整然 と並 んで い る 。 柱が

広さ を表わす為 に は、柱の 間隔が 問題 とな っ て くる 。 中国文献で は柱の 基準間隔 は約 2m の

記載が 見 られ る （黄 1981
，
64；aS　1992，

87）。 しか し、こ れ は あ くまで 住居など の 場合で あ

り寺院な どで は 、 もう少 し大 きい 間隔 を採 っ て い る 。 筆者が 実測 し た寺院 （ツ ェ ロ ク寺院 、

マ ル フ ァ
・ネパ ー

ル ）（Corneille　1981，
74）（写真一1）の ド ゥ カ ン （勤行堂）は 4 本柱で あ

るが、その 間口方向は 2．05m 、3．25m 、2．Om、奥行き方向で 2．7m 、 3、lm 、 3．4m で あ っ た 。
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柱ス パ ン が 4m を超 える こ とはポタ ラ宮の
一
部で は 見 られ る が 、一般的に は あま りな い

。 そ

して 柱を飛ば して い る の も、一部吹抜 けに して い る所以外は ほ とん ど無 い の も 、 柱 が広さ の

単位 とな っ て い る理 由で あろ う。

　と こ ろで 、

「柱間面積」 は ka　mig と述べ た が、なぜ mig 「目」 なの だろうか。チ ベ ッ トで

は 「碁 ・碁盤 」 を mig 　mangs （mig 「目」 ＋mangs 「多い 」）とい う。 前述の 寺院の 平面図を

見 ると柱の 並びは碁盤の 目と関係が無 い とは言 えない だ ろ う。

　 ka　gcig　ma （B）は
「柱一本 の部 屋 」 を言 う。 こ れ は （ka 「柱」 ＋gcig 「一

」）（ma は接

尾語）で あ る 。 同じよ うな意味で 「柱
一
本、入ロ

ー
つ の 部屋 」 で ka　gcig　sgo 　gcig　ma （B ）

（sgo
「
入 口 ・戸 」） とい う語彙 もある 。 《N ．G 》で は

‘

a　smal1 　or 　poor　heuse
’

の 説明が あ る。

「柱 」 の 匚形 態素］の 語彙で はない が、よ り狭 い 部屋は khang　pa　lcam　gang 　ma （D ）
「柱が

な い （垂木の 長 さの ）部屋 」 とい う語彙があ る。 こ の lcam は後で 述べ る
「垂木 」 の 意味で

ある が 、柱 も梁 も無 い 部屋で
「垂木」 の長さ （2m ぐら い ま で の ）の 幅の 部屋で あ る。 こ れ

は ポ タ ラ宮 の 下層階で 、い わ ゆ る 「地龍壁 」 （厚 い 壁が 並ん で 配置され て い る ）に な っ て い

る と こ ろで も見 られ る 。

写翼一1　 ツ ェ ロ ク ・ゴ ン パ 図一3　 四柱八梁　出典 ；屠 1985

　チ ベ ッ ト建築で は 、 4本柱 の部屋 （建物）は、よ く見 られ る。ka　bzhi　gdung　brgyad （D ）

は 「四 柱八 梁 」 （ka 「柱 」 ＋ bzhi 「四 」 ＋gdung
「梁」 ＋ brgyad 「八 」）とい う語彙で ある 。 こ

れ は図一3 （屠 1985
，
23）の よ うに 4 本 の 柱上 に 8 本 の 梁 が 架か っ て い るもの で あ る。 こ の 形

式 は、ポタ ラ宮 白宮門廊の 4本柱の よ うな所 で も採用 され て い る （西 蔵 自治 区文物管理委員

会 1985
， 写真 20）。 この語彙は 《N ，G 》で は 「良 い 部屋や家 」 との 説明 もある。

「四柱八梁 」

は チベ ッ ト建築の
一

つ の 形式 を表わ して い る 。

（3）　 【柱頭 ・ 肘木】語彙の 分析

　チベ ッ ト建築は柱上部、柱頭が あ りその 上に 肘木が 載 っ て 梁 を受けて い る。 日本建築の

「舟肘木 」 に も似て い るが 寺院な どで使われ る場合 は
、 形態的に も大規模で あ りチ ベ ッ ト建
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築の 特徴の 一
つ で もある 。 初期 の チ ベ ッ ト建築、大 昭寺 の 正殿 （8 世紀後期 か ら 9 世紀初

め）の 柱頭 、 肘木は ア ジ ャ ン ター石窟 と類似点が あ る と言われ て い る （宿 1996
，
6）。 中国

建築 に お い て は柱上部 、 梁を受 ける部分を 「雀替」 と言う。 しか し、こ の 場合 は柱が 直接梁

を受 け 、 左右両側 に 「雀替 」 が付 く。 そ して 、 チ ベ ッ ト建築の よ うに柱の 上の 肘木が 梁を受

け る様式 を
「大雀替 」 として 「一種の 過渡期 の 構造 」 と説明して い る文献が ある （李 1985

，

245）。 チ ベ ッ トで は この
“

過渡期 の 構造
”

の 様式が 発達 して い っ た 。 写真一2 は 青海省 レ ゴ

ン の 寺院の 門廊で あ る 。 こ こ で は チベ ッ ト様式の 「柱 ・肘木 」 と中国様式 の 「柱 ・雀替」 の

両方が使われて い る。

表一5　【柱頭 ・肘木1（形態素｝の語彙数

（形態素）語彙 柱頭
・
肘木　（総数 13）〔11＞

語彙数 isA， A　 B 　　m

kagzhubre 6　　 〔1）　 （1）

4　　 （1）　 （1）

3

計 13　　　　　　（2）　　　　（2）　　　（0）

計 （語彙の実数〉 11　　 （1）　　（2）　 （0）

上記 以外 （他語彙） 2　　　　　　（0＞　　　　（0）　　　（1）

表一5 ・1　1柱頭 ・肘木】語彙例

語彙 ラン ク 意 味

ka　gzhu A 肘木

ka　rtse B 柱頭

gzhu B 肘木、弓

ka ，

go C 柱頭

ka　yang　rtseC 柱頭

bre C 柱頭

’be　lo9 Cm 短肘木

ka　bre D 柱 頭

b・ephu1
（12 ｝ D 斗拱

　 「肘木 」 の 基本語彙 （表一5 ・1）に は ka　gzhu （A ）が あるが 、 こ の ka は前 に述 べ た 「柱 」

で あ る 。 こ の gzhu （B ）だ けで も 「肘木」 で あ り 「肘木」 の ［形態素］（表一5）で もある 。 な

お、gzhu に は 「弓」 の 意味 もある。［形態素］の語彙 として他に、い わゆる
「斗拱 」 として

は bre　phul （D ）が ある。 こ の bre は次で 述べ る
「柱頭」 で あ るが 「升 （ます）」 の 意味が あ

る 。 又、phul は 「（升 の 下の 単位）合 」 の 意味で あ る 。 なお 、 《蔵》で は bre　phul で な く pre

phul とな っ て い る が、文献 （李 1982
，
写真 57）で も bre　phul の 使用例 は あ り、「升 」 の 意

味か ら考えて も bre　phulの 方が 妥当と思われ る 。

　 「柱頭 」 は先程述べ た bre （C ）で あ り、　ka　bre （D ）（ka 「柱」）で も 「柱頭 」 で ある。そ

の 他には ka　rtsa （B ）、
　ka ，

gQ （C）も 「柱頭」 で あるが 、　rtsa は 「頂」、
’

go は 「頭 」 で文字
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チ ペ ッ ト語の 語彙に よ る チベ ッ ト建築 の考察 （そ の 1）一

通 り 「柱頭」 で ある 。 ka　gzhu
「
肘木」 や bre　phul

「斗拱 」 は 《翻訳》に も収録 されて い る。

こ れ は先程 も述べ た が肘木 、 柱頭な どはイ ン ドか らの影響を受けて い る表れであ ろ う。

（4）　 【梁】語彙の分析

衷F6 　【梁】藷彙と 【梁】（形態素｝語彙数

（形態素）語彙 梁語彙 ［形態素一A］　（総数 26＞q3 ｝

語彙数 ｝sA ，　A 　 B　　　 m

全語彙 ［形態素一B ］　 （総数 33）＊

語彙数 isA， A 　 B　　　m

gdungphyam 17　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　（3）

3　　 　　　 （1）

24　　　　　　（1＞　　　　（2）　　　　　（3）

9　　 （1）　 （1）

計 20　　　　　（1　）　　　（1）　　　　　（3） 33　　　　　　（2）　　　　（3）　　　　　（3）

計 （語彙の 実数〉 20　　 （1）　　 （1）　　 （3＞ 33　　 （2）　　 （3）　　 （3）

上記以外 （他語彙） 6　　　　　　（0）　　　　（0）　　　　　（0）
＊

全語彙 4268 中

表一6 ・1 【梁】語彙例

語彙 ラ ン ク 意 味

gdung 　ma sA
　　 ，

梁、氏族
　　　　 ，　 ・

t副 gdung C （柱 の な い ）通梁

gd   g　tal　maC 通梁

bu　gdung C 小梁

beng C 小梁

phy   rng 囲 C 梁 （垂木の 下 の横木）

phyam 　rtenC 梁 （垂木 の 下 の横木）

lcang　gdungD 柳 の 木 の 梁

gdung 　chenD 大梁 （柱間の 横梁）

pho9 D 梁

表一7 ・1，7 ・3 の 語彙例 を除 く

　 「梁」 を表わす ［形態素］に gdung が あるが （表一6）、［形態素一A ］語彙数は 17語彙で あ

り、［形態 素一B ］も 24 語彙 とあま り多 くの 関連語彙を作 っ て い な い 。基本語彙 gdung 　ma

（sA ） （ma は語尾辞 ）の 他に 「梁」 を表わす語彙 と して beng （C＞「小 梁」、　 phog （D）も

「梁」 で あ る 。 しか し 、
これ らに は ［形態素］と して の 語彙は ない

。 なお、こ の phog は辞書

《J》だ けに収録 され て い た語彙で あ るが、四川省 ・理塘の 近 くの 曲登で 採取 （14） （工 事現場

で 2004年）した 「梁 」 を表わす語彙 として使 われて い た。もう
一

つ の ［形態素］phyam は 、

phyam 　rngas （C ）、
　phyam 　rten （C）も 「梁 （垂木の下の横木）」 で あるが 、 こ の phyam は

次 で述 べ る 「垂木」 で あ り、 rngas は 「枕 」、　 rten は 「支え る 」 の 意味で ある 。 こ れ らの こ

とか ら
「梁 」 は gdung　ma と言 っ て も差 し支えない だ ろう。 なお 、　gdung には

「氏族 」 とか

「遺体 」 の 意 味が ある 。 ［形態素］の 語彙例 （表一6・1）として taユgdung （C）、　gdung 　tal　ma

（C ）は 共 に 「通梁 」 で あるが 、 こ れ は途中に支え る柱の な い 梁の こ とで ある。 tal　gdung は

《大》で は 「無柱通梁 ・鋼梁」 と説明 されて い る 。 なお 、
こ の talは 「真直 ぐな 」 の よ うな意

味で ある。 bu　gdung （C）
「小梁 」、　gdung 　chen （D ）「大梁 」 の bu、　chen は文字通 り 「小
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さ い 」
「大 き い 」 で ある 。 lca皿 g　gdung （D ）は 「柳 の 木の 梁 」 で ある 。 こ の lcangは 「柳 」

で チ ベ ッ トで は 比較的手に 入れ 易 い 木で あ る 。 ［形態素一B ］ の 語彙に は （2）【柱】で 述べ た

gdung
’degs （B ＞「柱、基礎」 又、　 gdung　zaln 〈B ）「丸木橋」 の よ うな語彙が ある 。

（5）　 【垂木】・ 【天井板】語彙の 分析

表一7　【垂木】【天井板】語彙と 【垂木1 【天井板】〔形態素）語彙数

（形態素 ）語彙 垂 木 天 井板語彙匚形態素一A ］

語鰍 i・A ， AB

（総数 34）
（15）

　 m

全語彙［形 態素一B ］

語彙数 i・A ，
A

（総数 106 ）＊

B m

lcamphyamgraldraltho98　　 （1）

7　 　 （1）

3　　 （1）

85

（1）

（1）

（1）

（2）

11　 　 （1）

9　　 （1）

3　　 （1）

879

　　 （2）

（1）

（9）

（2）

（35）

計 31　　 （3） （2） （3） 110　　 （5） （10） （37）

計 （語彙の 実数） 27　 　 （3） （2） （3） 106　　 （5） （10） （3？）

上記以外（他語奨） 7　　 （0） （0） （1）
＊
全語彙 4268 中

　チ ベ ッ ト建築の 床 は 梁の 上に 横架材 ・垂木を並 べ 、そ の 上に 割 っ た 木片、又 は細丸木を

敷詰め、そ して ア ル カ （ar 　ka）と言われ る粘土質の 土 を突き固め て 仕上げる。見上げる と、

垂木 と木片が 見 え 「天井」 を作 っ て い る （写真一3）。 床板 を支 える の は 日本建築に お い て は

「
根太 」 で ある の で

「根太 」 と もとれ るが 、こ の 場合 は天井材で 、 中国文献で は すべ て 「椽 」

（垂木） として い るの で
「垂木」 と名 称す る の が 適切 で あ ろう。 こ れ らの 語彙の ［形態素］

（表一7）として は、lcam、　phyam 、　gral、　dral、 それ に thog を入 れたが 、　thog 以外は ［形態

素一A ］ も 匚形態素一B ］もそれ程 語彙 の 数 は 変わ らない 。 これ は これ らの 語彙は 「垂 木」 や

「天井板 」 その もの を表 して い て 関連語彙はあま り作 っ て い ない と言える。 まず 「垂木 」 を表

わす基本語彙 （表一7 ・1）で あ るが 、こ れ には発音が ほぼ 同じで ある 1cam （sA ）と phyam

（A ＞が ある。 こ れ ら の ［形態素一B］として の語彙数 は lcam（11語彙）、　phyam （9 語彙〉で

あ る 。 他に 「垂木」 を表わ す語彙と し て lcam　shing （Cm ）、　 phyam 　shing （D ）、 があるが

こ の shing は 「木」 で ある 。 こ の 他 に は khyam （C ）、
　 drab （C ）も 「垂木」 を表わ す。な

お 、 チ ベ ッ ト建築の 垂木 は 日本建築 な どより、か な り大 きな部材を使 っ て い る e

　又、寺院な ど の 主要な部分で よ く見 られ るの だが 、 「垂木」 と 「梁 」 の 問に 二 段 （二 段の

場合 が多 い ）の 短い 角材が入 っ て い る 。 この 二 段の角材は 文献 （応 1993
，
15）（図一4）で は

bab （D ）
「短椽 」 （短垂木）又、（西蔵 自治区建筑勘察設計院 1999

，
211）で は 「椽頭 」

（16）と

して い る。こ れ と同じ もの が 、開 口部の 門や窓の 上部 に 二 段 （三 段 もある）入 っ て 場合 も多

い （写真一1）。 こ の 場合は庇 として の 機能が あ るが 、 意匠上 もチベ ッ ト建築の 大 きな特徴の

一
つ にな っ て い る 。 なお、bab は 《大》に よれ ば 「門楯 の

一
部分 」 と説明されて い る 。
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表一7 ・1 【垂木】語彙例

語彙 ラ ン ク 意 味

lcam sA 垂木 、 妻 （敬）

phyam A 垂木

khyam C 垂木

lcam　shingCm 垂木

drab C 垂木

bab D 短垂木

phy   shingD 垂木

写真一3 ヘ ミス ・ゴンパ の天井

　　ラダッ ク ・イ ン ド

表一7 ・2　【天井板】語彙例

語彙 ラ ン ク 意 味

gral　ma sA 垂木上 の木片

thog　khebsC 天井、屋根

thog 　pangCm 天井板

dral　ma C 垂木上 の 板や細丸 木

gral　bu D 垂木上 の 木片

lcam 　khebsD 天井板

dral D 垂木上 の板

dral　bshagsD 垂木上 の割 っ た板

dral　hril D 垂木上の 丸 い 木材

？E−7 ・3　【垂 木1 【天井板】（形態素）語彙例

語彙 ラ ン ク 意 味

phyam 　stegsB 梁 （垂木を支え る）と壁

lcam　dral

dral　lcam

dral　phyam
thog 　ras

CCCCm 垂木 と そ の 上 の 板、姉妹

垂木 と そ の 上 の 板

垂木 とその 上 の板

天井布

図一4 　短垂木 出典 ：応 1993

　
「天井板 」 の 基本語彙は gral　ma （sA ）で あるが、こ れは先ほ どで も述べ た

“ 「垂木 」 の 上

に割 っ た木片、細丸木 を並 べ る
”

で ある 。 従っ て 厳密 に は板で な い 場合が 多 い 。こ の 語彙 は

辞書 （中国語訳〉で は、「盖頂短木 ・椽上木板」 として い るの で 、正 し くは 「天井板 （垂木上

の 木片）」 と した ほ うが 正確だ ろ う。

「天井板」 の基本語彙 （表一7 ・2）に は gral　ma （sA ）が

ある。 こ の 他に、ほぼ同じ発音の 語彙 dral　ma （C）が あ る 。 こ の 二 つ の 語彙は 匚形 態素一B ］

として gral （3 語彙〉、　dral （8 語彙）が ある （表一7）。「天井板 （垂木上の 木片）」 の 匚形態
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素］語彙 として dral　bshags （D ）、
　drel　hri1（D ）が あ るが 、こ の bshagsは 「（木 を）割 る」、

hril「丸い 」 の 意味で あ り、具体的に 「天井板」 の違い を説明 して い る語彙で あ る 。

　gral　ma が全て の 辞書に記載されて い る （sA ラン ク）語彙で あ る の は不思議な気が す る

が、実は gral　ma に関 して は英語の 辞書 《N ．G 》も含 めて 《C 》《J》《D 》《G 》全て
‘
small

beam （or 　beam）
，
raf 七er

’

の 説明が あ り 「垂木 」 と誤解を招 く。 《大》で は
「盖頂短木 」 と

して い る の で
「天井 （垂木上の 木片 ）」 で間違 い ない。gral　bu （D ）は 《C 》で は

‘

a　lath
，
　a

long　thin　slip 　of 　wood
’ 「垂木上の木 片 」 の 説明が あ る 。

　とこ ろで もう
一

つ の ［形態素］ 七hog で あるが、こ の 語彙は本稿で は述べ て い ない が 「屋

根」 や 「階」 の ［形態素］語彙として 多 く使われ る語彙なの で、［形態素一A ］　 匸形態素一B］

の 語彙数は大 きく違 っ て い る。 こ の thQ9 は い わゆる
「天井板」 として の 語彙として 使わ れ、

thog　pang （Cm ）（thQg 「上J 十 pang
「板」）は

、 文字通 り 「天井板 」 で ある 。 又、　gnam 　yo1

（Cm ） （gnam
「空 」 十yo1

「幕 ・カーテン 」）も 「天井板」 で あるが 、こ れ はチ ベ ッ ト建築 に

お い て は天井 に布 を張っ て い る場合が あるた め で あろう。

　　［形態素一B］ の語彙で phyam 　stegs （B）は （4） 【梁】で も考察 した ように
、 語意 （「垂

木」 支 える）で あ り 「垂木」 語彙を主体 として い る。 又 、 チ ペ ッ トの 諺 に 「梁、椽齊備 ， 美

宅建成 」 が ある と言われて い るが （西 蔵布達拉宮維修工程施工 辧公室 1996
，
24）、こ の よう

な事 はチベ ッ ト人に とっ て
「垂木 」 は重要な物 とみ な して い るか らで あろう。 lcam とdral

を組み 合わせ た 語彙 （表一7 ・3）に lcam　dral（C）、　dral　lcam （C）、　dral　phyam （C）が あ

る 。
こ れ らは 「垂木 とその 上の 板」 を一

つ の もの として表わ して い る 。 そ して 、lcam　dral

は 「姉妹 」 の 意味もあ り、lcam だけで 「i妻 （敬〉」 の意味 もある。先に述ぺ た gdung は 「氏

族 」、 ka　ba は 「四弟子」 の 語彙を形成 して い る。　R ．A ．ス タ ン も指摘 （ス タン 1993
，
128）し

て い るが 、 家屋構造の 語彙が 人間関係 を表わ して い る 。

5　考察およびまとめ

本稿は以下の ように ま とめ る こ とが で きる。

チ ベ ッ ト建築 （
“

壁 ・柱 ・ 梁 ・垂木
”

等〉の チベ ッ ト語で の表記が明確 に な っ た 。 及び こ れ

らか らチ ベ ッ ト建築の 特徴 も明 らか になっ た 。 又 、 チ ベ ッ ト人の 壁、柱等 に対す る思惟方法

を考察す る事が で きた 。 具体的 には以下 の ような事で あ る 。

1）「壁 」 を表わ す主 な語彙に は rtsig 　pa と gyangが あ るが 、 チベ ッ ト人は こ の 2 つ の語彙

　 の使 い 方は 区別 して い る 。 石や レ ン ガで
“

築 く壁
”

の 場合は rtsig を使 い 、土 を突 き固

　 め る
“

版築壁
”

の場合は gyang を使 う。
rtsig 　dpon 「棟梁」 などの よ うに

「
職人」 の 語

　彙に は rtsig を使っ て い る。また 「間仕切壁 」 の よ うな場合 は skya も使われ る 。 ただ し

　 「壁面」 な どとして 使 う場合は 、
これ らは同じ よ うに使われて い る 。 こ の 他 に も 「壁」 を

　 表わす語彙は多 くあ る 。

2）「柱 」 を表わ すチベ ッ ト語は ka　ba で ある。

「壁」 な どが 多 くの 言 い 方が あ る の に比 べ チ

　 ベ ッ ト語で
「柱 」 は ka （ba）に 限られ て い る 。 又、「柱 」 の 固有名詞が辞書 に収録 され
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　　 るな どチベ ッ ト人 に と っ て 「柱 」 語彙   は特別 なもの で ある。

3）チ ベ ッ ト建築 の 特徴 の
一

つ に 多角形 の 柱が ある （八角柱 ka　ba　zur 　brgyad　pa）。

4）チ ベ ッ ト建築で は柱 を 「建物 （部屋）の 広 さ」 を表わす単位 として 使 っ て い る。ka　mig

　　「柱間面積」 な どは 、 その 語彙で ある 。 又 「四柱八梁」、 ka　bzhi　gdung 　brgyad はチベ ッ

　　 ト建築 （部屋）の
一

つ の 形式で あ る 。

5） 「梁」 を表わす語彙は gdu丑g　ma が使 われ るが 、他の 語彙 もある

6）チ ベ ッ ト建築で は
「
梁」 の上 に 横架材

「垂木」 を並 べ て い る 。

「垂木 」 の 語彙はほ ぼ発

　　音が 同じ lcam
，
　phyam の 語彙が あ るが 、 こ の 二 つ の 語彙の使われ方 の 違い は無い 。

「垂

　　木」 は 日本建築 な どに 比べ て も大 き くチベ ッ ト建築で は主要 な部材 で ある 。 これ は又、

　　チベ ッ ト人の 「垂木」 に対す る意識は強 い
。

7） 「垂木 」 lcamと 「梁」 の 間に さ らに 「短 垂木 」 が二 段入 っ て い る場合が あ る 。 又 、窓 ・

　　門の藕 の部 分に こ の 「短垂木 」、bab が 二 段 （三段 もあ る）入 っ て い る場合 もある。チ

　　ベ ッ ト建築にお い て
「垂木」 は 、 構造材 としてだ けで な く、意匠上 も重要な意 味を持 っ

　 　 て い る。

8）チ ベ ッ ト建築で は 「垂木 」 の 上 に割 っ た木片、細丸木 を並べ て 、天井を作 るが こ の 部分

　　
「天井板 （垂木上の 木片）」 は gral　ma 、又 dral　ma と言う。

9）lcam　dralは 「
姉妹」、 又 lcam だ けで 「妻 （敬）」、　gdung は 「氏族 」 を表わ すな ど、チ

　　ベ ッ ト人 に とっ て こ れ らの語彙は人 問関係をも示す語彙で ある 。

10）チ ベ ッ ト建築は柱上部 「柱頭 」 が あ りその 上 に 「肘木 」 が載 っ て 梁 を受けて い る 。
こ の

　　部分 は 日本建築な ど よ り発達 して い て 、 チ ベ ッ ト建築の特徴 の 一
つ で もあ る。 「肘木 j

　　を表わす語彙 は ka　gzhu 又、　 gzhu で ある 。

「柱頭1 として は breも使 う。
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に つ い て 」
『日

本西蔵学会々報』 第 44 号 、 pp．83−91。

「チ ベ ッ ト語 に 於 け る
“

建物 ・家 ・す まい
”

を表わ す語彙に つ い て 」
「日本西蔵学会々報』 第

46 号、pp ．53−67。

「
チ ベ ッ ト語に於ける

tc
寺院

” ・“

城塞 ・宮殿
”

を表わ す語彙 に つ い て 」
「日本西蔵学会々報』

第 48 号、 pp．正7−31。

厂藏居方室初探」
『建築学報』、1981／3、pp．64−70。

西蔵工業建筑勘測設計院　編

　 1988　 『古格王国建築遺址』、中国建築工業 出版社、北京。

西蔵 自治区建筑勘察設計院　他著

　 1999　 『布達拉宮』 中国建築工 業出版社、北京 。
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　　　　　　 西蔵自治区文物管理委員会　編
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　　　　　 『布達拉宮』 文物出版社、北京。

西蔵布達拉宮維修工 程施 工辧公室 等編

　　　　　 『中国古代建築　西蔵布達拉宮』 （上下）、 文物出版社 、 北京 。

　　　　　 『蔵傳佛教寺院考古」 文物出版社、北京 。

　　　　主編

　　　　　 「西蔵伝統建筑導則 」 中国建筑工 業出版社、北京。

　　　　　 「従西蔵地震資料看蔵族人民対地震的認識与防範」
「中国科技史料』 13、1992／1、pp ．84−89。

ス タン 、R ．　A ．

　　　　　 『チペ ッ トの 文化』 決定版、山 口 瑞鳳 ・定方晟訳 、 岩波書店 。

　　　　　 『塔爾寺建築』、中国建築工 業出版社、北京 。

　　　　　 「西蔵建築芸術 」
『建築学報i 、1985 ／8、pp22 −29。

　　　　 編著

　　　　　 「華夏意匠」 中国建築工業出版社、深馴 。

李志武 ・他　編

　　　　　 『塔爾寺』 文物出版社 、 北京 。

　　《G 》《拉》に 収録 さ れ て い る語彙、た だ し 《C 》《J 》《D 》《蔵》 に あるもの を除 く。詳細は大

　　岩 （1999）参照 。

　　 《N ．G 》は 《G 》の 新版であ り、語彙数は大幅に増えて 8 万語 で ある。

（3）大岩 （1999）の 分類項目 1−4−3
，
4 壁 ・問仕切壁 の 語彙数を表に した の が、表一2。

（4）大岩 （1999）の 分類項目 1−4−1柱 の 語彙数を表 に した の が 、表一3。
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一 チ ベ ッ ト語の 語彙 に よる チベ ッ ト建築の 考察 （その 1）一

（5）　 《D 》で は ka　can 　bzhiの 記載

（6＞図 の 柱を八角柱 とす る と十六角柱 （セ ラ 寺大経堂 ・門廊） まで あ る。なお、図 の 柱 を十 二 角柱

　　 として い る文献 （徐 2004，287）もある。

（7＞ マ ル パ （Mar 　pa ，
1012 −1097 ）は カギ ュ 派形成 の端緒 を作 っ た 。

（8） ミ ラ レ パ （Mi　la　ras 　pa ，
1040− 1123）は宗教詩人と して 知 られ て い る。他 の 三 人 は 、　 rNgog

　　 dhos　sku 　rdo 　rje
，
　mTshur 忌ton　dbang　gi　rdo 　rje ，　Mes 　ton　tshon 　po 。

（9）大岩 （1999）の 分類項 目 6−2−2 広さ の語彙数を表に したの が、表一4。

（10） 《D 》で は
‘the　square 　space （of　about 　twelve　feet）enclosed 　by　four　pillars　is　called 　a

　　ka−mig ： the　area 　or 　enclosure 　of 　a 　colonnade 　iS　rneasured 　by　the　ka−mig ’

と説明されて い

　　 るが具体的な面積 で は な い よ うで あ る 。

（11）大岩 （1999）の分類項 目 1−4−16 肘木 ・斗拱 の 語彙数を表に したの が 、 表一5。

（12）　《蔵》で は pre　phul の 記載。

（13）大岩 （1999 ）の 分類項 目 1−4− 14梁 の 語彙数を表に した の が 、表一6。

（14）他 に 採取 した語彙で は、柱 （ka　ba）、肘木 （ka　bzhi）、垂木 （phyam 　thus）。

（15）大岩 （1999）の分類項目 1−4−6，15
，
26 天井 ・天井板 ・垂木 ・野地 の 語彙数を表に したの が 、

　　 表一7。

（16）椽頭 babs は bab と同 じ。

訂正 ： 大岩 （2001）p．61，
　p．62 （表 6−1）＜ 誤 ＞ chong 　khangi ＜ 正 ＞ bShong 　khang 。〈誤＞ chong ；

＜ 正 ＞ tshong。

大岩 （2002）p．26 〈 誤 〉 《格》；〈 正 〉 《蔵》， p．30 ＜ 誤 ＞ Patna　PB 、；＜ 正 ＞ Ratna 　P．B ，。
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